
（１） 2023 年 2 月 27 日（月） 　　　　　　　　　　インピーダンス　　　　　　　　　　　　　　　　　No.2622

        No. 2622
2023 年 2 月 27 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
24
日
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
開
始
か
ら
１
年
に
あ
た
り
、

次
の
談
話
を
発
表
し
ま
し
た
。

「
国
連
憲
章
を
守
れ
」
の
一
点
で
の

  

団
結
強
化
こ
そ
戦
争
終
結
の
道

　  

軍
事
対
軍
事
で
な
く
包
摂
的
な
平
和
の
枠
組
み
を

　

一
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
開
始
１
年
に
あ

た
っ
て
開
催
さ
れ
た
国
連

総
会
緊
急
特
別
会
合
は
、

23
日
、「
国
連
憲
章
の
原
則

に
従
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

包
括
的
、
公
正
か
つ
永
続

的
な
和
平
」
を
求
め
、
そ

の
た
め
の
「
外
交
努
力
へ

の
支
援
の
倍
加
」
を
国
際

社
会
に
要
請
す
る
決
議
案

を
、
１
４
１
カ
国
の
賛
成

多
数
で
採
択
し
た
。

　

わ
が
党
は
、
こ
の
総
会

決
議
を
心
か
ら
歓
迎
し
、

ロ
シ
ア
軍
の
即
時
、
無
条

件
撤
退
を
強
く
求
め
る
。

　

一
、
国
連
総
会
決
議
は
、

「
民
主
主
義
対
専
制
主
義
」

と
、
世
界
を
あ
れ
こ
れ
の

「
価
値
観
」で
二
分
す
る
の

で
は
な
く
、
国
連
憲
章
順

守
の
一
点
で
国
際
社
会
が

団
結
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
示
し
た
。

　

こ
の
道
を
ゆ
る
ぎ
な
く

進
み
、
さ
ら
に
多
数
の
国

ぐ
に
の
声
に
し
て
い
く
こ

と
こ
そ
、
こ
の
残
虐
で
無

法
な
侵
略
戦
争
を
終
わ
ら

せ
る
最
大
の
力
と
な
る
こ

と
を
強
調
し
た
い
。

　

一
、
岸
田
首
相
は
、「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
明
日
の
東
ア

ジ
ア
」
な
ど
と
し
て
、
ロ

シ
ア
の
無
法
な
侵
略
を
口

実
に
、
空
前
の
大
軍
拡
を

推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

戦
争
の
最
大
の
責
任
が

ロ
シ
ア
の
侵
略
に
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

戦
争
に
い
た
っ
た
背
景
に

は
、
ロ
シ
ア
も
含
め
た
包

摂
的
な
平
和
の
枠
組
み
︵

欧
州
安
保
協
力
機
構
・
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
が
存
在
し
、
１

９
９
９
年
に
は
紛
争
の
平

和
的
解
決
の
憲
章
が
確
認

さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
北
大
西
洋
条
約
機

構
︵
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
側
も

ロ
シ
ア
の
側
も
、
こ
の
枠

組
み
を
生
か
さ
ず
、
軍
事

対
軍
事
の
悪
循
環
に
陥
っ

て
い
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

軍
事
同
盟
・
軍
事
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
平
和
は
つ
く

れ
な
い
。
こ
れ
こ
そ
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
教
訓
で
あ
る
。

日
本
共
産
党
が
「
外
交
ビ

ジ
ョ
ン
」
で
呼
び
か
け
て

き
た
よ
う
に
、
憲
法
９
条

を
も
つ
日
本
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
︵
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合
）
と
協
力
し
て
、
東

ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
︵
Ｅ
Ａ

Ｓ
）
と
い
う
地
域
の
す
べ

て
の
国
を
包
摂
し
た
平
和

の
枠
組
み
を
発
展
さ
せ
る

こ
と
こ
そ
、
東
ア
ジ
ア
に

平
和
を
つ
く
る
道
で
あ
る

こ
と
を
、
強
く
訴
え
た
い
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
か
ら
１
年
。「
24
日
で

１
年
が
経
っ
た
。
停
戦
が

全
く
見
え
な
い
」「
プ
ー
チ

ン
大
統
領
は
『
西
側
が
戦

争
始
め
た
』
と
侵
略
を
正

当
化
し
た
」「
新
戦
略
兵
器

削
減
条
約
の
履
行
停
止
で

核
兵
器
の
脅
し
を
続
け
て

い
る
」「
国
連
総
会
が
ロ
シ

ア
軍
の
即
時
撤
退
を
求
め

る
決
議
を
圧
倒
的
多
数
で

採
択
し
た
」「
世
界
の
多
く

の
人
々
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

平
和
を
望
ん
で
い
る
」「
岸

大
軍
拡
も
大
増
税
も
Ｎ
Ｏ
！

賃
金
あ
げ
て
消
費
税
さ
げ
る
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！

　

こ
れ
ま
で
学
校
給
食
費

の
無
償
化
に
つ
い
て
「
学

校
給
食
法
で
『
保
護
者
負

担
』
と
書
い
て
あ
る
」
と

し
て
実
現
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。 学

校
給
食
費
無
償
化

共
産
党
吉
良
議
員
の

国
会
質
問
が
大
き
な
力
に

　

こ
の
壁
を
崩
し
た
の
が
、

２
０
１
８
年
の
吉
良
よ
し

子
議
員
の
質
問
で
し
た
。

同
議
員
の
論
戦
で
「
給
食

法
は
給
食
費
の
一
部
を
補

助
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る

意
図
は
な
い
」
こ
と
、「
地

方
自
治
体
が
全
額
補
助
す

る
こ
と
も
否
定
し
な
い
」

こ
と
を
文
科
大
臣
が
認
め

ま
し
た
。
こ
れ
が
大
き
な

力
と
な
り
、
各
地
で
無
償

化
の
大
き
な
波
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
学
術
会
議
法
の
改

悪
問
題
。「
日
本
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
ら
８
氏
が
学

術
会
議
の
独
立
性
を
毀
損

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、

再
考
を
求
め
る
声
明
を
出

し
た
」「
先
進
国
の
政
府

は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
カ
デ

ミ
ー
の
活
動
の
自
立
を
尊

重
し
介
入
し
な
い
こ
と
を

不
文
律
に
し
て
き
た
、
と

指
摘
し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

広
島
市
教
育
委
員
会
が
、

漫
画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

を
平
和
教
育
教
材
か
ら
除

外
。「
全
広
島
教
職
員
組
合

や
被
爆
者
団
体
な
ど
か
ら

方
針
撤
回
を
求
め
る
声
が

相
次
い
で
い
る
」「
被
爆
の

実
相
に
迫
り
に
く
い
と
の

削
除
理
由
は
納
得
で
き
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

漫
画
家
の
松
本
零
士
さ

ん
亡
く
な
る
︵
85
歳
）。

「『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』
や

『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』な
ど

を
画
い
た
」「
作
品
に
は
陸

軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
っ
た
父

親
や
、
疎
開
中
の
体
験
の

影
響
が
あ
る
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
朝
鮮
の
相
次
ぐ
ミ
サ

イ
ル
発
射
。「
国
連
決
議
違

反
の
行
為
だ
」「
国
連
安
保

理
が
緊
急
会
合
開
催
。
日

本
を
含
む
多
く
の
国
が
北

朝
鮮
の
核
開
発
な
ど
へ
の

懸
念
を
示
し
た
」「
中
国
、

ロ
シ
ア
が
北
朝
鮮
を
擁
護
。

安
保
理
と
し
て
非
難
声
明

を
出
せ
な
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

22
日
、
月
と
金
星
、
木

星
が
接
近
。「
22
日
18
時
半

頃
、
西
の
空
で
三
日
月
が

金
星
に
最
接
近
し
、
そ
の

少
し
離
れ
た
上
空
に
木
星

が
見
え
た
」「
23
日
の
同
時

刻
、
前
日
と
は
逆
に
細
い

月
に
ぶ
ら
下
が
る
か
の
よ

う
に
木
星
が
、
更
に
下
に

金
星
が
見
え
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ベ
ラ
ン
ダ
の
ツ
バ
キ

が
咲
き
だ
し
た
」「
空
気
は

冷
た
い
が
日
差
し
が
強
く

な
っ
て
い
る
」

田
政
権
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
を
大
軍
拡
推

進
に
利
用
し
て
い
る
、
許

せ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

春
闘
。「
ト
ヨ
タ
自
動
車

が
賃
上
げ
や
年
間
一
時
金

の
要
求
に
満
額
回
答
し

た
」「
物
価
の
高
騰
が
続
く

な
か
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
も
組
合
員

の
要
求
に
満
額
回
答
で
応

え
て
ほ
し
い
」

「
ま
つ
だ
桜
ま
つ
り
」

　

３
／
12
︵
日
）
ま
で

　

小
田
急
線
新
松
田
駅
か

ら
徒
歩
で
山
の
中
腹
の
会

場
に
10
分
程
度
で
行
け
ま

す
。
北
口
改
札
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
あ
り
道
順
が
詳

し
い
。
JR
松
田
駅
北
口
に

は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
あ
る
。

東
名
高
速
の
ガ
ー
ド
を

潜
っ
て
少
し
登
っ
た
所
に

受
付
け
が
あ
り
入
場
料

３
０
０
円
。
河
津
桜
と
菜

の
花
、
富
士
山
、
酒
匂
川

の
流
れ
る
平
野
、
そ
の
向

こ
う
の
光
る
海
、
開
放
感

抜
群
で
す
。
山
に
は
ミ
カ

ン
農
園
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

柑
橘
類
が
格
安
で
買
え
ま

す
。
駐
車
場
も
あ
り
車
も

可
。
詳
し
く
は
「
ま
つ
だ

桜
ま
つ
り
」
で
検
索
。　

　
　
　
　
　
　
︵
Ｓ
）

　

日
本
共
産
党
の
笠
井
亮

議
員
は
15
日
の
衆
院
予
算

委
員
会
で
、
岸
田
政
権
が

閣
議
決
定
し
た
原
発
新
設

や
60
年
超
の
原
発
運
転
を

可
能
に
す
る
基
本
方
針
に

つ
い
て
「
事
故
12
年
。
な

お
苦
し
む
福
島
県
民
や
、

国
民
多
数
の
原
発
ゼ
ロ
の

願
い
を
踏
み
に
じ
る
」
と

日
本
は
再
エ
ネ
資
源
大
国

　

原
発
ゼ
ロ
の
決
断
を

エ
ネ
の
適
地
が
少
な
い
』

ど
こ
ろ
か
、
再
エ
ネ
資
源

大
国
だ
。
と
こ
ろ
が
潜
在

量
を
ほ
と
ん
ど
生
か
し
て

い
な
い
」と
批
判
。「
原
発

の
持
つ
数
々
の
問
題
点
は

批
判
し
、
撤
回
を
求
め
ま

し
た
。

　

笠
井
氏
は
、
岸
田
首
相

が
「
再
エ
ネ
適
地
が
少
な

い
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る

の
に
対
し
、「
日
本
は
『
再

何
一
つ
解
決
し
て
い
な
い
。

原
発
ゼ
ロ
を
決
断
し
、
日

本
の
豊
か
な
再
エ
ネ
潜
在

量
を
生
か
し
て
こ
そ
政
治

だ
」
と
述
べ
、
再
エ
ネ
へ

の
大
転
換
を
訴
え
ま
し
た
。

オミクロン株 感染力の秘密

“裸”のウィルスが空中浮遊

米医学誌 JAMA Netw Open January 9, 2023

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

は
唾
液
が
飛
沫
や
エ
ア
ロ

ゾ
ル
と
し
て
放
出
さ
れ
、

他
者
に
感
染
し
ま
す
。
日

大
の
今
井
健
一
教
授
ら
の

研
究
グ
ル
ー
ブ
は
、
唾
液

に
排
出
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス

の
量
や
状
態
が
変
異
株
ご

と
に
異
な
り
、
感
染
力
の

違
い
が
生
ま
れ
る
と
推
測
。

従
来
株
、
デ
ル
タ
株
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
に
つ
い
て
、

患
者
90
人
か
ら
採
取
し
た

唾
液
中
の
ウ
イ
ル
ス
の
総

量
お
よ
び
細
胞
か
ら
離
れ

て
存
在
す
る
“
裸
”
状
態

の
セ
ル
フ
リ
ー
ウ
イ
ル
ス

の
量
を
測
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
唾
液
中
の
全

ウ
イ
ル
ス
に
占
め
る
セ
ル

フ
リ
ー
ウ
イ
ル
ス
の
割
合

は
従
来
株
が
５
・
９
％
、デ

ル
タ
株
が
４
・
８
％
。オ
ミ

ク
ロ
ン
株
は
21
・
３
％
と

突
出
し
ま
し
た
。
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
で
は
エ
ア
ロ
ゾ
ル

感
染
の
可
能
性
が
高
い
こ

と
を
示
唆
し
ま
す
。

　

感
染
に
お
け
る
セ
ル
フ

リ
ー
ウ
イ
ル
ス
の
重
要
性

を
指
摘
し
た
の
は
世
界
で

初
め
て
。
ま
た
密
閉
空
間

で
の
マ
ス
ク
着
用
や
換
気

の
重
要
性
を
裏
づ
け
て
い

ま
す
。


